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   A case of localized amyloidosis of the urethra is reported. A 42-year-old man visited with the 

complaint of urethral discharge and urethral tumor on May 24, 1985. A small fingertip sized, elas-

tic hard mass was present on the left side of the external urethral meatus. Cold cup biopsy of 

the urethral tumor was done. Histological examination of the tumor showed amorphous eosinophil-

ic tissue staining. Green birefringence indicating amyloidosis by Congo red staining was observed 

under polarized light microscope. 

   Since the patient's symptoms were minimal, no specific therapy was instituted.
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緒言

ア ミRイ ドーシスは,本 邦 では非常に まれ な疾患 で

あると考え られてきたが,近 年次第に増加す る傾 向が

認め られ る.し か し,そ の大部分は全身性 ア ミロイ ド

ーシスであ り,ひ とつ の器官にのみ限局す るものは少

ない.尿 路にのみ限局す るもの としては,尿 管,膀 胱

などに発生 した限局性 ア ミロイ ドーシスの報告が散見

されるが,尿 道に限局 した ア ミロイ ドーシスの報告 は

まれであ る.今 回,わ れわれ は,限 局性尿道ア ミロイ

ドーシスの1例 を経験 したので,若 干の文献的考察 を

加えて記載す る.

症 例

患者:42歳,男 性,会 社員

初診:1985年5月24日

主訴 尿道分 泌物,尿 道腫瘤

既往歴:20歳,淋 菌性尿道炎

現病歴 ・1983年頃 よ り,と きどき尿道分泌物がある

のに気づいていたが,放 置 していた.1985年2月 頃 よ

り,尿 道分泌物 が増加 し,近 医を受診.尿 道炎の診断

を うけ,化 学療法に よ り分泌物が減 少 したが,同 年4

月頃 よ り外 尿道 口部 の腫瘤に気づ き当科 を受診 した.

なお,頻 尿,排 尿困難,排 尿痛お よび発熱 などの症状

は認めなかった,

初診時現症:体 格,中 等度.栄 養,良 好,血 圧120
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/78　mmHg.脈 拍60!min,整.眼 瞼 結 膜,貧 血 な し,

胸 腹 部 理 学 的 所 見,異 常 な し.表 在 リ ン パ 節,触 知 せ

ず 。

　 局 所 所 見=外 尿 道 口部 左 側 に,小 指 頭 大,弾 性 硬 の

腫 瘤 を 触 知.外 尿 道 口 を ひ ろ げ て 観 察 す る と,舟 状 窩

左 側 壁 に 若 干 血 管 に 富 む 部 分 を み とめ,同 部 に 軽 度 の

膨 隆 が み ら れ た(Fig.1),

　 検 査 成 績 　 一 般 検 血;WBC　 4,700/mm3,　 RBC　 493

×104/mm3,　 Hb　 l5.59/dl,　 Ht　 46.5%,　 platelet　 22

×104　 /mmi.血 液 化 学;BuN　 20　 mg/d1,　 creatinine

o・8mg/dl,　 uric　 acid　 6 .4　mg/dl、 　Na　 143　 mEq/l,　 K

3・9mEq/1,　 Cl　 Io8　 mEq/l,　 Ca　 4.　43　 mEq/l,　 ALP

100U/1,　 GOT　 21　 Ka .U.,　 GPT　 14　Ka.U.,　 LDH

318u/1,γ 一GTP　 Ilu/l .

　 蛋 白分 画;T.P.7.309/dl,　 Alb　 67.8%,α1-G　 2.0

%,α2-G8.4%,β 一G8.9%,γ 一GI2.7%.

　 免 疫 グPブ リ ン;IgG　 l,220　 mg/dl,　 IgA　 175　mg/

dl,　IgM　 165　mg!dl.

　 尿 中Bence-Jones蛋 白;陰 性.

　 検 尿;pH　 6.5.蛋 白,陰 性.糖,陰 性 、 赤 血 球(一).

自 血 球o～1/hpf.細 菌(一).

　 胸 部 レ ソ トゲ ン;異 「常 な し.

Fig.1.　 Gross　 appcarance　 of　 the　 urethral　 tumor

Fig.2.　 Urcthrogram

Fig.3.　 IVP

　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　ロロ　　ム
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　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　画帰・　 ・∴
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Fig.4.　 Microscoplc　 appearance　 of　 thc　 tumor

　 　 　 　 (HE　 staln、
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Grccn　 birefr三ngence　 by　 congo　 red　 stain-

ing　 was　 observed　 under　 polarized　 light

mユc「oscope

　 尿道造影;外 尿道 口お よび他 の尿道に狭窄 な どの

異常所見 を認めず(Fig.2).

　 IVP;上 部尿路 に異常所見を認めず(Fig.3).

　生検所見;cold　 cupに て,尿 道側 よ り腫瘤を生検
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した結果,組 織学 的にはHE染 色にて,尿 道粘膜下

に軽度 の炎症性変イビと,好 酸性物質 の沈着が み られ

(Fig.4),コ ンゴー レッ ド染色 では,こ の物質は赤 紅

色に染 色 され,偏 光顕微鏡下で 黄緑色の複屈折 を 示

し,ア ミロイ ドと診断 された(Fig.5).

　後 目施行された直腸生検 では,ア ミロイ ドの沈着を

認あず,諸 検査成績 よ り,厚 生省特定疾患 ア ミロイ ド

ーシス調査研究班に よるア ミロイ ドーシスの分類 の う

ちの,限 局性ア ミロイ ドーシスに相当す るもの と考 え

られた.

　抗生物質,抗 浮腫剤の投与 によ り,外 尿道 口部の腫

瘤は若干の縮小傾向を示 し,初 診後6ヵ 月 の現在,排

尿困難な どの症状 もないため,経 過観察中 である.

Table　 1.　 Classtacation　 of　 amyloidos三s

1　 原発性アミロイ ドーシス

　　　日.免 疫グロブリン異常を伴 うもの

　　　 b.そ の他

2.多 発性骨髄腫に合併するアミロイドーシス

3.続 発性ア ミロイ ドーシス

4.分 類困難 なア ミロイ ドーシス

5,限 局性 ア ミロイ ドーシス

6,遺 伝性 ア ミロイ ドー シス
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考 察

Table　 2. Localized　 amyloidosis　 of　 urethra　 in

Japan

報 告 者 　 年令 性 　 主 訴 部 位　　淋疾　　治　療

　 ア ミロイ ドー シス は,線 維構造を もつ特異 な蛋 白

「ア ミロイ ド」が細 胞外 に沈着す る原因不明の代謝性

疾患である.わ が国においては,1976年 度厚生省特定

疾患ア ミロイ ドーシス調査研究班 に よ り,「 ア ミ巨イ

ド"シ ス診断 の手引」が発表 され てお り,そ の分類は

Table　 1の ごとくであるD.

　 松 下 ら1
。　 (1976)

　 奥 村 ら2
.　 　(1979}

・・7蘭

・・7蘭

　 山内　 ら5
,　 　(1981)

6.自 験 例

27　 6　 血 尿　前部尿道　 〔一)

42♂ 賑 罐

　 　　 　 　　カうあわ
506罐 顯 馨

　　　　尿 道腫痩63　6　
膿　　 尿

　　　　排 尿困 雌

　　　　排 尿困 錐78　♂
　　　　頻　　　尿

　　　　尿道分泌物42　6
　　　　尿 遺腫瘤

TUR

前部尿道　(十)　陰茎切断術

前部尿道　 (一)　尿 道 切 除

前部尿道　 (一)　尿 道 切 除

前部尿道　 (一)　　 TUR

舟 状 窓(十)経 過観察中

Table　 3.　 Localized　 amyloidosis　 of　 urethra　 in　 Europe　 and　 U.S。A.

嘱 　　　報告者(年 度)　 　 年令 性別 主 訴　 醗 の 発生部位　　 治　療

　 刊p.A.1

　 　 　 　 〔1909)

　 Herxheime「,　 Gb2

　 　 　 　 (1913)

　 Albertlnr,　 A響3

　 　 　 　 (1925)

　 Maresh,　 R.　et　al、4

　 　 　 　 (1931)

　 Mar85h.　 R.　ot　al.5

　 　 　 　 (1931)

　 Chwdl80　 R。6

　 　 　 　 (1932)

　 Schmid,　 K響0.7

　 　 　 　 (1956)

58　 δ (一)　 前部尿道　　 (剖検例)

27　 6　排 尿 困 雄　　(一)　 前部尿道　腫 瘤 切 除

726排 尿 困 磁 　(十)　 前部尿道 尿 道 切 除

　　　 排 尿 困 難62　6
　　　 尿 遺 出 血

42　 6

　　　 血 尿 ・頻 尿57　δ
　　　 排 尿 困 雄

(十)

(一)

(一)

(剖検例}

膀胱頚部　膀胱切開によ
後部尿道　る腫瘤切除

556排 尿 困 難 　〔十)　 前部尿道 　 (剖検例)

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 血 尿 ・頻 尿　 　Ullmann,　A.S.　et　al.　 　 　　 　 　 　　 　 　 62　 68

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 排 尿 困 難　 　 　　 (1964)

98「an嘱 封et　 aL　476

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 血　　　　尿　 Gereml,　S.　et　el.　 　 　　 　 　 　　 　 　 60　 610

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 排 尿 困 雄　 　 　　 (1970)

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 尿 道 分 泌 物　 　Carr;s,　C」〈.　et　al.　 　 　　 　 　 　　 　 　 63　 611

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 排 尿 困 難　 　 　　 (1976)

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 尿 道 出 血　 　Ord6nez,　 N.G.　et　al.　 　 　　 　 　 　　 　 　 37　 612

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 腫　　　　瘡　 　 　　 (1979)

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 排 尿 困 難　 　Constantl団㌦、　H.M。　et　aL　 　 　　 　 　 　　 　 　 27　 613

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 口瘤 ・尿道出血　 　 　　 (1980)

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 尿線偏位 ・腫瘤　 　Bodner,　H.　et　el.　 　 　　 　 　 　　 　 　 21　 614

　 　 　　 (1981)　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 射精時尿道痛

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 排 尿 困 難　 　Vasudevan,　 P.　et　al.　 　 　　 　 　 　　 　 　 61　 615

　 　 　　 (1981)　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 頻　　　　尿

　 　Walzor,　Y.　et　at.　 　 　　 　 　 　　 　 　 32　 6　 血16

　 　 　　 (1983}

17Ka鰭 磁 　 82δ 野 困養

(十)口 様部尿道 生

高 血 圧 精 査 　 (一)

(十)

検

　　　　 生　　　　検前部尿道
　　　　 尿道 ブジー

前部尿道　　　　 尿 道 切 除
膀　　胱

(一)　 前部尿道

(一》

(一)　 前部尿道

(十)

TUR

前部尿道　 　　 　 腫 瘤 切 除

(舟状寓}

　 　　 　 内 尿 道 切 開
　 　　 　 nltrofurazene

前部尿道　　腫　瘤　切　除

亀　　頭　吋 尿 道 切 除

(一)　 前部尿道　尿 道 切 除

尿　　(一)　前部尿道　経 過 観 察

(一)　　前部尿道　　腫　瘤　切　除
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　 本症例は,慢 性炎 症,悪 性腫瘍な どに よる続発性 の

要 素がな く,免 疫 グロブ リン異常,多 発性骨髄腫 の所

見 もな く,直 腸生検 でのア ミロイ ド沈着 も陰性 であっ

たことなどに よ り,限 局性尿道 ア ミロイ ドーシスと考

えられた.

　 限局性尿道 ア ミロイ ドーシスの報告は,本 邦症例 と

しては,1976年 松下 らの報告には じま り,こ れ まで5

例が報告 されてお り,本 症例は6例 目に相 当す るもの

と考え られ る2-'5)(Table　2).

　 一方,.外 国ではlgo9年Tilpの 報告を第1例 とし,

これ まで17例 の報告がみ られる6～21)(Table　3)・

　 この23例 についてまとめてみる と,年 齢は,21歳 か

ら82歳 で,20歳 以上の各年 齢層 にほぼ均一に分布 して

い る.性 別 は,23症 例全例 男性 である.主 訴は,排 尿

困難が もっ とも多 く,血 尿,尿 道分泌物,腫 瘤が これ

についでいる。発生部位は,後 部尿道が2例 で,ほ と

ん どの症例が前部尿道発生 である,

　淋疾 の既往が6例 にみ られ,淋 菌性尿道炎 と本症 と

の関連性を示唆す る報告 もみ られ るが,そ の困果関係

については 明らかではない.

　本症 が臨床的に重要 であるのは,尿 道癌 との鑑別で

あ り,ほ とん どの症例 では,術 前あるいは術中の生検

に よ り本症の診断を確定 しえているが,術 後の病理組

織学的検索で明 らか となった症例 もわずかにみ られる

ことよ り,本 症の診断 においては,本 症の可能性 を疑

うことと,生 検によ り本症を確定す ることが必須 であ

ると思われる.

　治療法は,腫 瘤 の拡が り,尿 道狭窄の程 度などによ

り方法は異なるが,Walzerら20)は,本 症の予後が良

好 なこと,Strongら22)の17年 間不変であ った膀胱 ア

ミロイ ドーシスの症例があることな どを根拠 と して,

症状が軽度で,尿 道狭窄がなければ,と くに治療を必

要 としない と述べてい る.し か し,Bodnerら18)は,

腫瘤切除後 に増大を きた し,尿 道切除を必要 と した症

例を報告 してい る.こ れ らの こ と よ り,本 症 の予後

は,お おむね良好 と考 えて よいが,注 意深 い経過観察

が必要 であると思われる.

結 語

　限局性尿道 ア ミロイ ドー シスの1例 を経験 した の

で,若 干 の文献的考察 を加えて記載 した.

　稿を終えるにあたり,御校閲を賜った和歌山県立医大大川

順正教授に深謝いたします.な お,本 論文の要旨は第112回

日本泌尿器科学会関西地方会において発表 した.
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